
 

 

クイーンズランド州での運転

海外からクイーンズランド州へ来られた方は、海外で発行された有効な運転免許証があれ

ば、クイーンズランド州での運転が可能です。海外発行の運転免許証により許可されている

車両に限り、運転することができます。 

道路規則
クイーンズランド州および他州では、いくつかの細かな違いはあるものの、共通の道路規則

が適用されています。これらの規則は、あなたの出身国の規則とは異なるかもしれません。

道路規則の違反は厳しい罰則の対象となり、これはクイーンズランド州警察や様々なカメラ

検出装置によって厳重に行われます。  
 

左側通行

• 車両は道路の左側を走行します。  
追い越し

• 追い越しはすべての接近車両を明瞭に目視で確認でき、かつ安全に追い越せる場合に限

って行うことができます。道路の中央線が 1 本の破線であり、かつ安全に追い越すこと

ができる場合、追い越しをすることができます。中央線が 2 本の実線である場合、追い

越しはできません。 
赤信号での停止

• 赤信号では必ず停止しなければならず（かつ信号が緑に変わるまでは発進してはならな

い）、赤信号の際に交差点を自由に曲がることはできません。また危険でない限りは、

黄信号でも停止しなければなりません。 
速度

• 速度制限で使用される時速はマイル表示ではなくキロ表示であり、最高制限速度を示し

ています。別途標識がない限り、地域の市街地での制限速度は時速 50 キロ、地方や高速

道路では時速 100 キロと、二種類の制限速度が既定されています。  
携帯電話の使用

• 電話をかける・受ける、テキスト送受信、ゲーム、ウェブページの閲覧などの行為を含

め、携帯電話を持ち、運転時に操作利用することは違法行為です。携帯電話は運転手の

身体のいかなる部分にも置くことができません。 

飲酒・薬物摂取運転

• 飲酒もしくは薬物を摂取しましたか？絶対に運転してはいけません。酒類または薬物の

影響下にあって運転することは、クイーンズランド州法への違反行為です。血中・呼気

中アルコール濃度の上限は、オーストラリア全土を通して Open Licence（正規免許）保

有者が 0.05%、Learner Licence（仮免許）・Provisional Licence（初心者免許）・
Probationary Licence（試験的免許）保有者は 0%となっています。 

シートベルトとチャイルドシート

• 運転手および同乗者は車内でのシートベルトの着用、もしくは 7 歳未満の子どもの場合

は体の大きさや体重に合ったチャイルドシートの着用が義務付けられています。  
• シートベルトは肩の上からかけ、胸を横切り、腰の低い位置で締めなければなりませ

ん。  



 

 

ヘルメット

• オートバイ、原動機付き自転車／スクーター、四輪バイク、自転車、電動自転車、電動

スクーター、その他類似する乗り物を運転する際は、ヘルメットを常時着用しなければ

なりません。これにはオートバイの同乗者も含まれます。 
疲労時の運転

• 運転開始前に十分休養がとれていることを確認し、疲れている場合は運転してはいけません。長

距離、または短距離の移動であっても疲労は知らない間に蓄積されますが、居眠り運転に限ら

ず、ほんの少し集中力を切らしただけでも深刻な事態を招くことがあります。 
• 2 時間ごとに休憩を取り、できれば交代で運転しましょう。 
洪水および火災発生時

• 車で洪水の水の中を通ろうとしてはいけません。 
• 森林火災はクイーンズランド州の夏に起きる、悲しい出来事の一部です。視界が制限さ

れる場合は、ヘッドライト（もしくはハザートランプ）を点灯してください。  
故障時および緊急サービス

• オーストラリア全土での緊急サービス（警察、救急、消防）利用時は、000 へお電話く

ださい。000 には緊急時の場合のみにお電話ください。 
• 車両が故障した場合は、緊急停車帯、故障車用停止エリア、または道路わきに車両を停

止させてください。ハザードランプを付け、外に出ても安全であれば車両から脱出し、

助けが来るまでの間、安全バリケードの後ろでお待ちください。バリケードがなく、車

内に居ても安全な場合は、助けが来るまでの間、車内でお待ちください。オーストラリ

ア全土でのロードサイドアシスタンス利用時は、13 11 11 へお電話ください（毎日 24
時間、週 7 日営業） 。レンタカーをご利用の場合、ロードサイドアシスタンスの利用は

レンタル会社の指示に従ってください。 
• 警光灯を点滅させた緊急対応車両のそばを走行する時は、わきによって減速し、緊急対

応車両の人や支援を受けている人々との間にスペースをとり、その人たちの安全確保を

はからなければなりません。 


